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２．当該技術の概要（1,000 字以内） 

本技術は、皮膚に蓄積したカロテノイドを非侵襲的に測定し、その測定値から野菜摂

取量を推定することを可能にしたものである。また、その測定値と健康との関係性につ

いて、健康な日本人を対象とした横断研究で検討し、この装置で測定した数値や、カロ

テノイドの血液中の濃度が高いほどメタボリックシンドロームに関連する種々のバイオマ

ーカーが健康的であることを示すことで、測定することの意義についても明らかにした。

すなわち、この技術を用いた測定値に基づき自身の野菜摂取不足を実感してもらうとと

もに、数値の健康との関係性について分かりやすく伝えることで、野菜を積極的に摂取

するという行動変容を促進できるものと考える。具体的な内容は以下の通りである。 

カロテノイドは、①野菜や果実（日本では特に野菜）から主に摂取され、②ヒトの体内

では生合成されず、③一定期間ヒトの体内に蓄積されることから、生体内のカロテノイド

は野菜摂取量と相関すると考えられた。また、2000 年前後から、ラマン分光光度法によ

り非侵襲で皮膚カロテノイドを測定する技術が報告され、さらに近年、LED で照射した

光の反射光で同様の測定を行なうデバイスが海外で開発された。そこで、青森県弘前
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市岩木地区の住民を対象にした健康診断において、当該デバイスでの皮膚カロテノイ

ドの測定値（A）と合わせて、食事摂取頻度調査による野菜摂取量（B）、血清カロテノイ

ド濃度（C）、メタボリックシンドロームに関連する種々のバイオマーカー（D）を測定し、相

互の関係性を評価した。その結果、A と B とが有意に正の相関を示すこと、A は C と強

い相関を示し、また、A及び Cは複数の D と有意な関係性を有すること（皮膚や血清の

カロテノイド値が高いほど D の数値がメタボリックシンドロームに対して抑制的であるこ

と）を明らかにした。 

以上の結果に基づき、皮膚カロテノイドの測定値から野菜摂取量を推定するアルゴリ

ズムを作成し、非侵襲的な測定で野菜摂取の充足度を段階的に示すことができる装置

を開発し、2019 年にリース事業を開始した。そして、健康診断（例えば弘前大学ＣＯＩ主

導のＱＯＬ健診など）に際して測定することで、生活習慣（食習慣）の指導への活用等を

開始しているが、健診の実施者及び受診者の双方から高い評価を得ており、今後、さら

なる社会実装が期待できる。 
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